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◎トピックス 経営基盤の強化を 上下水道の老朽化対策推進
／ストック社会の住宅を展望 住生活基本計画の見直しへ／情
報共有の強化へ 下水道管の全国特別重点調査／実施中期計画
など素案示す 上下水道の耐震化加速／設備・住宅の登録促進 
CCUS運営協議会が総会／上下水道一体で機能確保を 下水道
BCPマニュアル改訂へ　◎水循環に関するパネル・映像展示
セット｢めぐる水を考えよう！｣　◎｢i-Construction 2.0｣の2025
年度の取組予定をまとめました～建設現場のオートメーション化
による省人化(生産性向上)～　◎令和５年度における浄化槽
の設置状況等について　◎令和７年度国土交通省所管事業の
執行に関する通達について～適正かつ円滑な事業の執行を図
るための留意事項～　◎公共事業労務費調査における社会保
険加入状況調査結果を公表します～加入割合は企業単位で 
99.0％、労働者単位で95％～　◎主要課題の対応方針及びバリ
アフリー法に基づく基本方針における第４次目標の中間とり
まとめを公表します！　◎令和５年に東京ドーム３個分の屋
上緑化が創出～全国屋上・壁面緑化施工実績調査の結果～　
◎ 業 界イベント 都民が頼れるパートナーへ東管メンテナンスセ
ンター新規・更新講習会開く　◎ PRESS RELEASE 下水疫
学調査の新たな可能性：医療機関でのCOVID-19 感染対
策評価への応用―医療機関内の感染制御対策への下水疫学
データの活用に期待―  ◎ Photoエッセイ 同窓会…余湖 典昭
◎ 明日への道標 愚直に道義を重んずる―中島董一郎とキユー
ピ―…高倉克也　◎ 東京見て歩き(136) 漫画｢こち亀｣の東京
都葛飾区亀有…坂本弘道 ◎ 特別連載 平成を偲ぶパロディ
狂歌集(73)平成一人百首｢組合交渉｣その１(全６)…野平大魚
◎建築着工統計[2025年２月]

◎ シリーズ 次世代を担う衛生・環境工学者 NO.99  国立研
究開発法人 国立環境研究所 企画部国際室 室長 資源循環領
域 廃棄物処理処分技術研究室 上級主幹研究員 蛯江美孝氏
を訪ねて…有村源介 ◎トピックス 下水道の点検手法の見直
しへ/八潮の道路陥没事故で検討委 全国の下水道間の一斉点
検へ　道路陥没事故を未然に防止/下水道の全国特別重点調査
を 国交省地方公共団体に要請　◎｢第４回ドローンサミット｣
を愛知県で開催！～自治体の取組の発信、自治体間の連携強
化により、ドローンの社会実装を進めます～　◎｢流域水循
環計画｣を新たに10計画公表～健全な水循環に向けた流域マ
ネジメントの一層の推進～　◎入札契約の適正化の取組状況
に関する調査結果について　◎有識者委員会の提言を踏まえ
｢下水道管路の全国特別重点調査｣の実施を要請します　◎令
和６年度　給水装置工事主任技術者試験合格者の発表～4,407
人の合格者、34.9％の合格率～　◎第27回日本水大賞の各賞
を決定～水循環の健全化に貢献する様々な活動から特に優れ
たものを表彰～　◎‶ダムを見に行こう春号2025"～春を探し
にダムに出かけてみませんか～　◎令和６年度地中熱利用状
況調査の結果について　◎建築物リフォーム・リニューアル調査
報告(令和６年度第３四半期受注分)　◎マンションの管理・
再生の円滑化等のための改正法案を閣議決定～新築から再生
までのライフサイクル全体を見通した取組～　◎ダウンサイ
ジング、効率的な耐震化、業務の効率化・省人化に関する技
術実証に取り組みます　◎上下水道 DX技術カタログを公開
します～上下水道施設のメンテナンスの高度化・効率化に向
けて～　◎ Photoエッセイ 絶滅危惧種…余湖 典昭◎ 明日への
道標 国境を超えて人間への愛を―ゲバラ革命家の条件―…高
倉克也　◎ 東京見て歩き(135) 町田市の薬師池公園、香山園
等…坂本弘道 ◎ 特別連載 平成を偲ぶパロディ狂歌集(72)平
成一人百首単身赴任５(全５首)…野平大魚　◎建築着工統計
[2025年１月]

　学問の自由が脅かされている。多くのノーベル
賞学者や大統領を輩出してきたハーバード大学の
留学生受け入れ資格の取り消しをトランプ政権が
強行した。これまでにもDEI＝多様性・公平性・
包摂性教育の撤回や学生運動の取り締まり強化を
迫ってきた。大学側が憲法違反で提訴すると報復
措置として数千億円規模の補助金を停止した。
　基本的人権のひとつである学問の自由は真理
探究の活動において他者からの干渉、強制、制約
を受けない権利を意味する。とりわけ政治権力の
介入は言語道断だとわたしは思う。学問の自由と
大学の自治は一体だ。1789年のフランス人権宣言
は「自由とは他を害しない一切のことをなしうる
能力」と倫理的な観点から自由を定義している。
　トランプ政権はイスラエルによるパレスチナ・
ガザ地区への攻撃を批判する言動を反ユダヤ主義
と一方的に決めつけてきた。全米各地の有名大学
がその温床になっていると追い打ちをかけている。
ハーバード大学に対する露骨な攻撃は権威に屈し
ない大学への見せしめといっていいだろう。自由
に考え行動する権利が奪われようとしている、
　アメリカ東部マサチューセッツ州ボストンの
近郊にあるハーバード大学はイギリスの植民地
だった1636年に創設された。アメリカ最古の名門
大学のアラン・ガーバー学長は「本学はみずから
の独立性を譲り渡さないし、憲法上の権利も放棄
しない」と語っている。学問は既存の常識や風潮
や秩序の再考を促す力を孕んでいる。誰も想像力
の翼を永遠に断ち切ることはできない。 （高倉)
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